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概要
本取扱説明書を以下のよ う に使用する と、 ホルダを迅速かつ安全に設定する こ と ができ ます。

安全注意事項

→ 4 ページ

→ 5 ページ

一般安全注意事項

警告記号の説明

各章の所定の位置に、 特別な注意事項が記載されています。 危険の程度に応じ て、 「危険」 #、
「警告」 "、 「注意」 ! の記号が使用されます。

Æ

設置

→ 8 ページ

→ 13 ページ

→ 17 ページ

本章には、 ホルダ寸法などの設置条件が記載されています。

圧縮空気ホース、 リ ミ ッ ト ス イ ッチ、 洗浄水ラ イ ンを接続する場合は、 このページを参照し て
く ださい。

ホルダへのセンサの取付方法が記載されています。

Æ

操作

→ 21 ページ

→ 22 ページ

本章には、 手動式ホルダの " 測定 " ポジシ ョ ンから " サービ ス " ポジシ ョ ンへの切 り 替え方、
またはその逆が記載されています。

圧空式ホルダの機能が記載されています。

Æ

保守

→ 23 ページ

→ 29 ページ

→ 25 ページ

→ 31 ページ

ホルダの正常な動作を保証するため、 センサまたはホルダの洗浄など、 定期的な保守作業を行
う こ と が極めて重要です。

個々の部品には、 通常の摩耗や損傷が発生し ます。 これらの部品の交換方法がこ ち らに記載さ
れています。

このページには、 ホルダのア ク セサ リ が記載されています。

納入可能なスペアパーツおよびホルダ部品の一覧表が記載されています。

Æ

技術データ 

→ 10 ページ

→ 34 ページ

寸法

環境条件、 プロセス条件、 重量、 材質など
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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 本書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 本書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する ものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載もれなど

お気付きの こ と があ り ま し た ら当社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く だ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 本

書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された場合

は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため本書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意



安全／洗浄確認依頼書
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返送理由／ Reason for the return

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
確認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に除染されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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安全注意事項 ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475
1 安全注意事項

1.1 指定用途

手動式または圧空式の リ ト ラ ク タブルホルダ ク リ ーンフ ィ ッ ト  H CPA475 は、 pH/ 酸化還元電
極を滅菌条件下のタ ン クや配管に設置するために設計された ものです。
本ホルダは機械設計上、 加圧システムで使用する こ と が可能になっています (" 技術データ " 参
照 )。

人体および測定システム全体の安全性を損 う ため、 本書に記載された用途以外でのご使用はで
き ません。
不適切な使用または指定外の使用よ り 生じ る損害につき ま し ては、 当社は責任を負いかねます。

1.2 設置、 設定、 操作

以下の点にご注意 く ださい。
• 測定システムの設置、 設定、 操作、 保守は、 訓練を受けた技術職員のみが行って く ださい。 

訓練を受けた作業員は、 システム管理者から特定作業の実施許可を受ける必要があ り ます。
• 電気的接続は、 資格を もつ電気技師だけが行って く ださ い。
• 技術職員は、 取扱説明書を読んで理解し、 それに記載されている指示に従 う 必要があ り ます。
• 測定ポイ ン ト 全体の設定を行 う 前に、 すべての接続をチェ ッ ク し ます。 電気ケーブルおよび

ホース接続のが損傷し ていないこ と を確認し ます。
• 破損し た製品は動作させないで く ださ い。 誤って設定を行わないよ う にし ておき ます。 破損し

た製品には印をつけて く ださい。
• 測定ポイ ン ト のエラーは、 権限が与え られ、 訓練を受けた職員に限って修正する こ と ができ ま

す。
• エラーを修正でき ない場合は、 その製品の運転を中止し、 誤って設定を行わないよ う にし てお

き ます。
• 取扱説明書に記載されていない修理については、 メ ーカまたはサービ ス機関のみ行 う こ と がで

き ます。

1.3 操作上の安全性

本ホルダは、 最新の業界基準に応じ て設計 ・ 検査が行われ、 完全に機能する状態で工場から出
荷されます。
関連する規定および規格を満た し ています。

ユーザーには、 以下の安全条件を遵守する責任があ り ます ：
• 設置方法
• 地域の現行規格および規定

1.4 返却

ホルダの修理が必要な場合は、 洗浄済みの状態で弊社営業所も し く は販売代理店に返却し て く
ださい。
可能であれば、 元のパッ ケージを使用し て く ださい。

必ず、 " 安全 / 洗浄確認依頼書 " ( 本取扱説明書から コ ピーし て く ださい ) に必要事項を正し く
記入し、 この用紙をパッ ケージおよび送 り 状に同梱し て く ださい。
正し く 記入された " 安全 / 洗浄確認依頼書 " が同封されていない場合は、 修理作業を実施でき
ません。
4 エン ド レスハウザー ジ ャパン



ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475 安全注意事項
1.5 本機器を安全にご使用いただ く ために

#
危険！
こ の記号は、 無視し た場合に、 機器や人体に深刻な損害を与え る恐れがあ る こ と を警告する も
のです。

"
警告！
こ の記号は、 誤った操作によ り 生じ得るエラーに対する警告です。 無視する と、 機器に深刻な損
害を与え る恐れがあ り ます。 

! 注意！
こ の記号は、 項目に重要な情報が含まれている こ と を示し ています。
エン ド レスハウザー ジャパン 5



識別 ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475
2 識別

2.1 型式銘板

ホルダバージ ョ ンは、 型式銘板上のオーダーコード で識別する こ と ができ ます。 このオーダー
コード をお客様の注文と比較し て く ださい。

可能なホルダバージ ョ ン と そのオーダーコード については、 「オーダーコード」 を参照し て く だ
さい。

2.2 納入範囲

納品範囲には以下のものが含まれます ：
• ク リ ーンフ ィ ッ ト ホルダ ( 注文し たバージ ョ ン )
• 取扱説明書 ( 英語 )

ご質問があ る場合は、 弊社営業所も し く は販売代理店にお問い合わせ く ださい。

2.3 認証と認定

2.3.1 3A

以下のバージ ョ ンは、 3A 74- 規格の要件を満た し ています。
• CPA475-XXXXXXCX ( プロセス接続 ： ト リ ク ラ ンプ )
• CPA475-XXXXXXDX ( プロセス接続 ： 乳製品用パイプ )
• CPA475-XXXXXXEX ( プロセス接続 ： バ リ ベン ト )
• CPA475-XXXXXXFX ( プロセス接続 ： APV)

2.3.2 滅菌

TNO レポー ト  V3641 ：
"pH 測定用 リ ト ラ ク タブルホルダ ク リ ーンフ ィ ッ ト  H CPA475 ( シールを含む ) は、温度 120 ℃、
30 分間の飽和蒸気処理によ り 、 イ ン ラ イ ン蒸気滅菌が可能な機器に分類されます " 1)

a0003997

図 1 ： 型式銘板の例

1) 欧州衛生工学設計グループ (EHEDG) の試験方法に準拠

CLEANFIT H CPA475

spec.:
pressure: PN=10bar T=100°C

order code: CPA475-C1A1B2H4
serial no.: 5 13719 07B11
6 エン ド レスハウザー ジ ャパン



ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475 識別
2.4 オーダーコー ド

! 注意 ! 

溶接ノズル：
プロセス接続部 G1¼ を装備し た CPA475 には、 エン ド レ スハウザー製溶接 ノ ズル
（長さ = 35 mm） 以外は取 り 付ける こ と ができ ません。 「ア ク セサ リ 」 を参照 く ださい。

表面粗さ：
0.4 µm までの粗度の小さいバージ ョ ンを、 特殊仕様と し てご注文いただけます。

駆動方式およびリミットスイッチ
A 手動式 （圧空式に変更不可）、 リ ミ ッ ト ス イ ッ チな し

B 圧空式、 リ ミ ッ ト ス イ ッ チな し

C 圧空式、 2 ×圧空式 リ ミ ッ ト ス イ ッ チ

D 圧空式、 2 ×電磁式 リ ミ ッ ト ス イ ッ チ （最大 90 ℃）

E 圧空式、 2 ×電磁式 Ex リ ミ ッ ト ス イ ッ チ （最大 90 ℃）

ホルダバージョン
1 標準バージ ョ ン、 電解研磨

電極ホルダ
A 120 mm ゲル電極用

B 225 mm KCl 溶液電極用

浸漬長 / 最大ストローク
1 浸漬長 / 最大ス ト ローク ： 101/65 mm または 48/23 mm（プロセス接続部に応じ て）

9 顧客の要望に応じ た特殊仕様

ホルダ材質（接液部）
B 接液部 ： 1.4435（SUS 316L 相当）、 表面粗さ Ra=0.8 µm、

ハウ ジング ： 1.4404（SUS 316L 相当） (100 ℃時、 最大 10 bar)

D 接液部 ： 1.4435（SUS 316L 相当）、 表面粗さ Ra=0.8 µm、 EN10204 準拠 3.1 材質証明書付
き、 ハウ ジング ： 1.4404（SUS 316L 相当） 

シール材質（接液部）
1 EPDM FDA（食品アプ リ ーシ ョ ン向けに推奨）

2 バイ ト ン FDA（プロセスアプ リ ケーシ ョ ン向けに推奨）

プロセス接続
A G1¼ 雌ネジ（ユニオン）、 エン ド レ スハウザー製溶接 ノ ズル用

C ト リ ク ラ ンプ 2"、 3A 規格に適合

D 乳製品用パイプ 呼び口径 50（DIN 11 851 に準拠）、 SKS Siersma アダプタ と
組み合わせてのみ可能、 3A 規格に適合

E バ リ ベン ト  N、 68 mm、 呼び口径 50 ～ 125 の配管およびタ ン ク接続用、
3A 規格に適合

F APV 呼び口径 100、 3A 規格に適合

G 呼び口径 50 フ ラ ンジ （EN 1092-1 に準拠）

H 2" ANSI フ ラ ンジ

オプション装備
3 洗浄液接続口 2 x G¼ 雌ネジ

4 洗浄液接続口 2 x NPT ¼" 雌ネジ

CPA475- 完全なオーダーコー ド
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設置 ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475
3 設置

3.1 納入時の外観、 輸送、 保管

• パッ ケージに損傷がないこ と を確認し て く ださ い
パッ ケージの損傷について、 仕入先にご連絡 く ださ い。
問題が解決する までは、 損傷し たパッ ケージを取っておいて く ださ い。

• 内容物に損傷がないこ と を確認し て く ださ い
内容物の損傷について、 仕入先にご連絡 く ださ い。 問題が解決する までは、 損傷し た内容物
を取っておいて く ださい。

• 納入品に不足し ている ものがな く 、 発送書類と一致する こ と を確認し ます。
• 製品を保管または輸送に使用するパッ ケージの材質は、 衝撃および湿度から保護でき る ものに

する必要があ り ます。 元のパッ ケージを用いる と、最適に保護する こ と ができ ます。 さ らに、適
格周囲条件を保って く ださい (" 技術データ " 参照 )。

• ご質問があ る場合は、 弊社営業所も し く は販売代理店にお問い合わせ く ださい。

3.2 設置条件

3.2.1 設置に関する注記

! 注意 ! 
ホルダの取付けには、 3A 74- 規格に適合する材質のみを使用し て く ださい。

ホルダは、 タ ン クや配管に設置でき る よ う に設計されています。 取付けには適切な ノ ズルが必
要です。
標準のガ ラ ス電極を使用する場合は、 ホルダの中心軸が水平線から 15°～ 75°の角度内に位置
する よ う に設置する必要があ り ます ( 図参照 )。 そ う でない場合、 pH ダ イヤフ ラ ム内側 と内側端
子間の電解液を介し た接点が保証されません。
取付角度が水平線から 75°以上になる と、 チャ ンバ内に気泡が溜ま る可能性があ り ます。

a0003998

図 2 ： 取付角度

A 不適切な取付角度

B あま り 推奨さ れない取付角度 ( チャ ンバ内に気泡が溜ま る ため )

C 推奨の取付角度

90°
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15°

0°0°
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ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475 設置
ISFET ト ッ プ ヒ ッ ト  センサを使用する場合は、 原則と し て、 取付位置に関する制約はあ り ませ
ん。 ただし、 推奨の取付角度は 0 ～ 75°と な り ます。 頭上に設置する こ と が可能です。

a0004003

図 3 ： ISFET センサ付きホルダの取付角度

B あま り 推奨さ れない取付角度 ( チャ ンバ内に気泡が溜ま る ため )

C 推奨の取付角度

a0007565

図 4 ： 推奨の取付角度による設置例 ( ガラス電極 )

A タ ンク

B ベンド 管

C 水平配管

D 垂直配管

" 警告 ! 
• ステンレ ス製圧力シ リ ンダ付きのホルダを斜め位置に設置する場合は、 必ずフ ラ ンジ型を使用

する こ と を推奨し ます。 これを使用し ない場合、 ホルダの重量によ り 、 プロセス接続部の安全
性に影響が及ぶ可能性があ り ます。

• 斜め位置に設置する場合、 洗浄チャ ンバ出口でサイ フ ォ ン作用2) が起き ないよ う にし て く ださ
い。 洗浄チャ ンバへは下部から流入させる必要があ り ます。

90°
75°

0°0°

75°

B

CC

> 15 °

> 15 °

> 15 °

> 15 °

A B

C D

2) サイ フ ォ ン作用： 真空によ り 配管から 排出さ れま す。
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設置 ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475
! 注意 ! 
• 配管に直接設置する場合の最小径は、呼び口径 50 です。 これは、 ホルダが " 測定 " ポジシ ョ ン

で作動する際に、 管壁と十分な距離を と るのに必要な直径です。
• これよ り 小径の配管にホルダを設置する場合は、流通型ホルダを使用し て く ださい (" ア ク セサ

リ " 参照 )。
• 取付ノ ズルを設計する場合は、 操作時の全浸漬長に注意し て く ださ い ( センサホルダを挿入し

ないで )。操作中は、確実に常にセンサが測定物に浸漬する よ う にし て く ださい (" 寸法 " 参照 )。

3.2.2 寸法

a0007570

図 5 ： 標準バージ ョ ン、G1¼ ユニオンナッ ト 付き

* ス ト ロ ーク

a0007569

図 6 ： KCl 溶液電極バージ ョ ン

* ス ト ロ ーク  ( バージョ ンに応じ て異なる )
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ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475 設置
a0007571

図 7 ： バリ ベン ト バージ ョ ン
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設置 ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475
3.2.3 プロセス接続部

! 注意 ! 
溶接ノズル：
プロセス接続部 G1¼ を装備し た CPA475 には、 エン ド レ スハウザー製溶接 ノ ズル
（長さ = 35 mm） 以外は取 り 付ける こ と ができ ません。 「ア ク セサ リ 」 を参照 く ださい。

a0007574

図 8 ： プロセス接続部
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G1 ¼ 雌ネジ、 ユニオンナッ ト 付き

ト リ ク ラ ンプ 2"

呼び口径 50 乳製品用パイ プ (DIN 11851)

E
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APV 呼び口径 50 ～ 100

バリ ベント  呼び口径 50 ～ 125 

呼び口径 50 フ ラ ンジ (DIN 1092-1) ま たは ANSI 2"
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ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475 設置
3.3 設置方法

3.3.1 測定システム

a0006077

図 9 ： 空気圧制御付き測定システム
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設置 ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475
3.3.2 流通型ホルダをプロセスに設置する

! 注意 ! 
プロセス接続部に応じ て、 以下に注意し て く ださい。
• ホルダの取付けの前に、 フ ラ ンジの間にあ る フ ラ ンジシールを確認し て く ださい。
• G 1¼ ネジのユニオンナッ ト は、 シールの役割を果たすものではあ り ません。 そのため、 ユニ

オンナッ ト は手で締め付けて く ださい。

1. ホルダを " サービ ス " ポジシ ョ ンに動かし ます ( 電極ホルダはホルダに挿入された状態 )。

2. 選択し たプロセス接続部を使用し て、 タ ン ク または配管にホルダを固定し ます。

3. 次章の指示に従って、 圧縮空気および洗浄水 ( 使用する場合 ) を接続し ます。

3.3.3 圧縮空気接続3)

要件 ：
• 空気圧 4 ～ 6 bar
• フ ィ ルタエア (40 µm)、 水 ・ オイルを含まないエア
• 連続エア消費な し
• エア ラ イ ンの最小呼び径 ： 4 mm

" 警告 ! 
空気圧が 6 bar 以上になる可能性があ る場合は、 上流側に減圧バルブを設け る必要があ り ます
( 短時間の圧力上昇も含め )。
また、 低圧の場合は空気の絞 り を設置する こ と を推奨し ます。 これによ り 、 ホルダが円滑に作
動し ます。 エン ド レ スハウザーでは、 このよ う な絞 り をア ク セサ リ と し て用意し ています (" ア
ク セサ リ " の章を参照 )。

a0004282

図 10 ： 圧空システムおよびリ ミ ッ ト スイ ッ チ
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リ ミ ッ ト ス イ ッ チ " ホルダ測定 " 1)

圧空シス テム " ホルダサービス "
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1) ホルダバージョ ンに応じ て、 圧空式ま たは電磁式リ ミ ッ ト ス イ ッ チ (" オーダーコ ード " 参照 )

3) 圧空式ホルダのみ
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ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475 設置
リ ミ ッ ト スイ ッ チ

! 注意 ! 
入口または出口の位置は、 図と異なる場合があ り ます。 リ ミ ッ ト ス イ ッチに付いているマーク
を参照し て く ださい ("1" = 入口 (in)、 "2" = 出口 (out))。

圧空システムおよびリ ミ ッ ト スイ ッ チの接続

! 注意 ! 
圧縮空気ラ イ ン と ホルダを接続する方法は、 以下の通 り です。 圧縮空気供給 と位置フ ィ ード
バッ ク信号の説明は、 ト ッ プキ ャル S CPC310 または ト ッ プ ク リ ーン S CPC30 を例し ています。

a0004480

図 12 ： 圧空システム接続およびリ ミ ッ ト スイ ッ チ (1= 入口、 2= 出口 )

M1 圧空シス テム " ホルダ測定 "

M2 位置フ ィ ード バッ ク 信号 " ホルダ測定 "

S1 圧空シス テム " ホルダサービス "

S2 位置フ ィ ード バッ ク 信号 " ホルダサービス "

n ト ッ プキャ ル / ト ッ プク リ ーン： ホース 番号 2

o ト ッ プキャ ル / ト ッ プク リ ーン： ホース 番号 3

q ト ッ プキャ ル / ト ッ プク リ ーン： ホース 番号 5

r ト ッ プキャ ル / ト ッ プク リ ーン： ホース 番号 6

圧空式 リ ミ ッ ト ス イ ッチは制御エレ メ ン ト と し て機能し、 個別のステ ッ プシーケン ス を決定し ま
す。

1. " ホルダ測定 " の圧縮空気供給ラ イ ン ( ト ッ プキ ャル / ト ッ プ ク リ ーン ： ホース番号 n) を、
上部の G 1/8 エア接続口に接続し ます ( 図 12)。

2. また、 圧縮空気供給ラ イ ン番号 n を下部 リ ミ ッ ト ス イ ッチ (M2、 T ピース経由 ) の入口 (1) 
に接続し ます。 この リ ミ ッ ト ス イ ッチは、 位置フ ィ ード バッ ク信号 " ホルダ測定 " を返し ま
す。

圧空式 ： 3/2 方バルブ、 ネジ M 12 x 1、
ホース ( 外径 = 6 mm) 用接続

電磁式 ： 誘導型 (NAMUR タ イプ )、 ケーブル長 ： 10 m、
ハウ ジング材質 ： ステンレ ス、 ネジ M 12 x 1、
公称電圧 ： 8 V
0II 1G EEx ia IIC T6、 ス イ ッチング距離 ： 2 mm、 同一平面上

a0002727

図 11 ： リ ミ ッ ト スイ ッ チ、 左 ： 圧空式 (1 = 圧縮空気入口、 2 = 圧縮空気出口 ) 右 ： 電磁式 (NAMUR)
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2 / BU L–→

1

2

1

2M1

S1

S2

M2

2

3

6

5
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設置 ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475
3. " 測定 " ポジシ ョ ンに達する と、 入口 M2 (1) に供給されているエアが切 り 替え られ、 出口 
M2 (2) から排出でき ます ( ト ッ プキ ャル / ト ッ プ ク リ ーン ： ホース q と リ ミ ッ ト ス イ ッチ出
口を接続 )。

4. " ホルダサービ ス " の圧縮空気供給ラ イ ン ( ト ッ プキ ャル / ト ッ プ ク リ ーン ： ホース番号 o) 
を、 下部の G 1/8 エア接続口に接続し ます。

5. また、 圧縮空気供給ラ イ ン番号 o を上部 リ ミ ッ ト ス イ ッチ (S2、 T ピース経由 ) の入口 (1) に
接続し ます。 この リ ミ ッ ト ス イ ッチは、 位置フ ィ ード バッ ク信号 " ホルダサービ ス " を返し
ます。

6. " サービ ス " ポジシ ョ ンに達する と、 入口 S2 (1) に供給されているエアが切 り 替え られ、 出
口 S2 (2) から排出でき ます ( ト ッ プキ ャル / ト ッ プ ク リ ーン ： ホース番号 r)。

電磁式リ ミ ッ ト スイ ッ チの接続

圧空式 リ ミ ッ ト ス イ ッチ と同様に、 電磁式 リ ミ ッ ト ス イ ッチも制御エレ メ ン ト と し て機能し、
個別のステ ッ プシーケン ス を決定し ます。
NAMUR リ ミ ッ ト ス イ ッチを変換器の対応する端子に接続し ます。 端子番号については、 変換器
の取扱説明書を参照し て く ださい。 下図は、 例 と し て、 電磁式 リ ミ ッ ト ス イ ッチ と ト ッ プキ ャ
ル S 制御ユニ ッ ト の端子 11 ～ 14 の接続を示し ています。

3.3.4 洗浄水の接続

1. 洗浄水配管を所定の洗浄 ノ ズルに接続し ます。

a) ホルダバージ ョ ンが G1¼ 雌ネジプロセス接続部付きの場合 ( → 図 14、 項目 b) ：

ホルダに装備された両方の洗浄 ノ ズルは同一です。 片方を入口、 も う 一方を出口 と し て
使用し て く ださい。

b) その他すべてのホルダバージ ョ ン ( 項目 a) ：

入口が下から上、 出口が上から下を向 く よ う に、 洗浄 ノ ズルを接続し ます。

a0004283

図 14 ： 洗浄チャ ンババージ ョ ン ( プロセス接続部に応じ て )

a 溶接接続口付き 洗浄チャ ンバ： ト リ ク ラ ンプ、 乳製品用パイ プ、 バリ ベント 、 APV、 フ ラ ンジ用

b ネジ接続口付き 洗浄チャ ンバ： G1¼ 雌ネジ用

1 成形シール

2. ホルダの洗浄水接続部にかかる水圧は 2 bar から最大 6 bar にし て く ださい。

a0004334

図 13 ： 電磁式 リ ミ ッ ト ス イ ッ チ と ト ッ プキ ャル

の接続

A

B

リ ミ ッ ト ス イ ッ チ " ホルダサービス " 

リ ミ ッ ト ス イ ッ チ " ホルダ測定 " 

+

+

11 12 13 14 A

B

–

–
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ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475 設置
3. さ らに、 水供給ラ イ ン ( ホルダの入口側 ) にチャ ッ キバルブ と汚れ ト ラ ッ プ (100 µm) を設置
し て く ださい。

水以外にも、 その他の洗浄液を洗浄チャ ンバに通すこ と が可能です。 その際は、 ホルダ材質の
耐性に注意し、 最大許容温度と圧力を遵守し て く ださい。

" 警告 ! 
水圧が 6 bar 以上に上昇する可能性があ る場合 ( 一時的な圧力上昇を含む )、 上流側に減圧バル
ブを設置し て く ださい。 これがない場合、 ホルダが損傷する恐れがあ り ます。

3.3.5 センサの設置

" 警告 ! 
反対方向に回し た場合、 固定ボル ト ははま り ません。 ただし、 この場合、 センサホルダが外れ
る可能性があ り ます。 その原因と なるのは、 センサホルダ下部の付着力です。 これによ り セン
サホルダが固 く し ま って、 センサホルダを緩める抵抗力が発生する こ と があ り ます。

1. センサから保護キ ャ ッ プを外し ます。
測定チャ ンバに O リ ング と圧縮 リ ングが
付いている こ と を確認し ます ( → 図 15)。

2. センサを取 り 付ける前に、 測定チャ ンバを
湿らせます。

3. ホルダバージ ョ ンに応じ て ：
a. 手動式ホルダ ：

リ ト ラ ク タブルパイプを可能な限 り
ホルダから引き出し ます。

b. 圧空式ホルダ ：
ホルダを " サービ ス " ポジシ ョ ンに
動かし ます。

4. プラ スチッ ク溝が く ぼみの上に位置する
よ う 、 固定ボル ト を 90°回し ます
( → 図 16、 A)。

5. 固定ボル ト がはま る まで、 リ ト ラ ク タブル
パイプを時計方向に回し ます (B)。

a0006214

図 15 ： センサの設置

1 圧縮リ ングと  O リ ング

a0002738

図 16 ： 固定ボル ト

1

A B
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設置 ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475
ゲル電極センサ

センサの取外しは、 この手順と逆順で行って く ださい。

! 注意 ! 
pH 対称測定の場合は、 PML コネ ク タ を PML 接続部に差し込む必要があ り ます (PML = 等電位化
ラ イ ン、 項目 1)。 変換器の取扱説明書を参照し て く ださい。

1. ホルダから飛散防止キ ャ ッ プ ( → 図 17、
項目 5) を外し ます。

2. リ ト ラ ク タブルパイプ ( 項目 2) を反時計方
向に回し て外し ます。

3. ダ ミ ープラ グ ( 項目 3) の代わ り にセンサ
( 項目 7) を取 り 付けます。
- 最初に手でねじ込みます。
- オープンエン ド スパナ (AF 17) を使用し、

センサを約 ¼ 回転させて締め付けます。

4. リ ト ラ ク タブルパイプ ( 項目 2) の中に測定
用ケーブルを通し ます。
- 固定ケーブル ：

下側から リ ト ラ ク タブルパイプを通し
て、 センサから変換器へ

- プラ グ イ ンヘッ ド付きセンサ ：
上部からセンサヘッ ドへ

5. プラ グ イ ンヘッ ド付きセンサのみ ：
センサ と ケーブルを接続し ます。

6. リ ト ラ ク タ ブルパイ プを 、 圧力シリ ン ダ
に再度戻し て締め付けま す（手で時計方
向に )。

7. 飛散防止キ ャ ッ プ内に測定用ケーブルを収
め、 キ ャ ッ プを リ ト ラ ク タブルパイプに取
り 付けます。

8. 固定ボル ト  ( 項目 4) を ロ ッ ク解除し ます。

a0002740

図 17 ： センサの取付け

1 PML 接続 

2 リ ト ラ ク タ ブルパイ プ

3 ダミ ープラ グ

4 固定ボルト

5 飛散防止キャ ッ プ

6 測定用ケーブル、 ケーブルプラ グ付き

7 センサま たは電極

1

2

3

4

6

5

7
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ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475 設置
KCl 溶液電極センサ

1. 飛散防止キ ャ ッ プ ( → 図 18、 項目 6) と  
KCl カバー ( 保護チューブを含む、 項目 7) 
をホルダから外し ます。

2. リ ト ラ ク タブルパイプ ( 項目 3) を反時計方
向に回し て外し ます。

3. センサをねじ込みます。
a. 内側パイプ ( 項目 11) から締付けス リ ー

ブ ( 項目 12) を緩めて外し、 内側パイプ
を リ ト ラ ク タブルパイプから引き抜き
ます。

b. センサ ( 項目 10) を内側パイプに取 り 付
けます。
- 最初に手でねじ込みます。
- オープンエン ド スパナ (AF 17) を使用

し、 センサを約 ¼ 回転させて締め付
けます。

c. センサ付きの内側パイプを リ ト ラ ク タ
ブルパイプに挿入し、 締付けス リ ーブ
を内側パイプにねじ込みます。

4. センサ付きの リ ト ラ ク タブルパイプを、 ホ
ルダに締め付けます ( 手で時計方向に )。

5. 保護チューブ と KCl カバー ( 項目 7) の中に
測定用ケーブルを通し ます。
- 固定ケーブル ：

センサから上の変換器へ
- プラ グ イ ンヘッ ド付きセンサ ：

上部から KCl カバーを通ってセンサへ
- pH 対称測定の場合は、 PML コネ ク タ を

PML 接続部に差 し 込む必要があ り ます
(PML = 等電位化ラ イ ン、 項目 2)。

6. プラ グ イ ンヘッ ド付きセンサのみ ：
センサ と ケーブルを接続し ます。

7. 電解液供給チューブ ( 項目 1) をセンサの電
解液接続口に接続し ます。

8. 納入されたチューブサポー ト  ( 項目 9) を、
電解液接続口のすぐ上で電解液供給チュー
ブに取 り 付けます。

9. KCl カバーを リ ト ラ ク タブルパイプに取 り
付けます。 カバーの側面ス ロ ッ ト を通し て
電解液供給チューブを出し ます。

10. 飛散防止キ ャ ッ プ内に測定用ケーブルを
収め、 キ ャ ッ プを KCl カバーに取 り 付け
ます。

11. 固定ボル ト  ( 項目 5) を ロ ッ ク解除し ます。

センサの取外しは、 この手順と逆順で行って
く ださい。

a0002804

図 18 ： KCl 溶液電極センサの取付け

1 KCl 溶液補充チュ ーブ

2 PML 接続

3 リ ト ラ ク タ ブルパイ プ

4 ダミ ープラ グ

5 固定ボルト

6 飛散防止キャ ッ プ

7 KCl カバー

8 プラ グイ ンヘッ ド ケーブル

9 チュ ーブサポート

10 センサ、 KCl 溶液接続口付き

11 内側パイ プ

12 締付けス リ ーブ

1

2

3

4

7

8

11

5
12

10

9

6

エン ド レスハウザー ジャパン 19



設置 ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475
3.4 設置後のチ ェ ッ ク

• 設置後、 すべての接続が定位置に固定され、 気密状態になっている こ と をチェ ッ ク し ます。
• 力を入れない と ホースが外れないこ と を確認し て く ださ い。
• すべてのホースの損傷の有無をチェ ッ ク し て く ださ い。
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ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475 操作
4 操作

4.1 初めての設定

初めての設定を行 う 前は、 以下の項目について確認し て く ださい ：
• すべてのシールが正し く 配置されている こ と ( ホルダ と プロセス接続部 )
• センサが適切に設置、 接続されている こ と
• 水供給ラ イ ンが、 正し く 洗浄接続口 ( あ る場合 ) に接続されている こ と
• リ ミ ッ ト ス イ ッチ ( ホルダバージ ョ ンに応じ て ) が正し く 接続されている こ と

# 危険 ! 
噴出する測定物の危険。
圧空式ホルダに圧縮空気を供給する前に、 洗浄ホース またはダ ミ ープラ グが、 正し く 接続され
ている こ と を確認し ます。 正し く 接続されていない場合、 ホルダをプロセスに組み込むこ と は
できません。

4.2 操作部

固定ボル ト を使用し て、 リ ト ラ ク タブルパイプのロ ッ ク / リ リ ース を行います
( → 図 19、 → 図 20)。
手動式ホルダを使用する場合は、 " 測定 " ポジシ ョ ンおよび " サービ ス " ポジシ ョ ンのいずれで
も リ ト ラ ク タブルパイプを ロ ッ クする こ と が可能です。 圧空式ホルダを使用する場合は、 これ
は " サービ ス " ポジシ ョ ンでしか実施でき ません。

固定ボル ト の リ リ ース ：

1. ボル ト を引き抜き ます。

2. プラ スチ ッ ク溝が金属の縁に当たる まで、 ボル ト を 90°回し ます。

固定ボル ト のロ ッ ク ：

3. プラ スチ ッ ク溝が く ぼみの上に位置する よ う 、 固定ボル ト を 90°回し ます。

4. リ ト ラ ク タブルパイプを時計方向に回すと、 ボル ト がはま り ます。

4.3 手動操作

" サービス " ポジションから " 測定 " ポジションへのホルダの移動

1. 固定ボル ト の留め具を外し ます。

2. センサホルダが完全にプロセスに挿入される まで、 リ ト ラ ク タブルパイプを押し込みます。

3. センサホルダを固定ボル ト でロ ッ ク し ます。 これによ り 、 リ ト ラ ク タブルパイプが意図せ
ず " サービ ス " ポジシ ョ ンに戻る こ と を防止し ます。

# 危険 ! 
怪我に注意 !
必ずセンサホルダを ロ ッ ク し て く ださい。 そ う でない場合、 リ ト ラ ク タブルパイプがプロセス
圧力の影響によ り 制御でき ない状態で飛び出し、 人的損傷を及ぼす可能性があ り ます。

a0002744

図 19 ： 固定ボル ト のリ リース

a0002745

図 20 ： 固定ボル ト のロ ッ ク

1 2 3 4
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操作 ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475
" 測定 " ポジションから " サービス " ポジションへのホルダの移動

1. 固定ボル ト の留め具を外し ます。

2. リ ト ラ ク タブルパイプを可能な限 り 引き出し ます (" サービ ス " ポジシ ョ ン )。

3. センサホルダを固定ボル ト でロ ッ ク し ます。

4. 必要なサービ ス作業を完了させます。

4.4 圧空駆動

圧空式バージ ョ ンの駆動は、 使用する制御ユニ ッ ト に応じ て異な り ます。 詳細については、 制
御ユニ ッ ト の取扱説明書を参照 く ださい。

" 警告 ! 
• 保守作業中は ( 例： センサの設置や取外し など )、必ず固定ボル ト を使用し てホルダを " サービ

ス " ポジシ ョ ンでロ ッ ク し て く ださい。
• 自動洗浄プ ロ セ ス の間は、 リ ト ラ ク タ ブルパ イ プを固定ボル ト で ロ ッ ク し ないで く だ さ い。

ロ ッ ク し て し ま う と、 ホルダが自動的に " 測定 " ポジシ ョ ンに移動する こ と ができ ません。
• 変換器に保守ス イ ッチが装備されている場合は、こ のス イ ッチを " 保守 " または " サービ ス " に

設定し て く ださい。

! 注意 ! 
ホルダを " 測定 " ポジシ ョ ンでロ ッ クする こ と はでき ません。 圧空システムによ り 、 プロセス圧
力への背圧が保持されます。
22 エン ド レスハウザー ジ ャパン



ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475 保守
5 保守

# 危険 ! 
怪我に注意 !
ホルダの保守作業を開始する前に、 プロセス ラ イ ン と タ ン ク が減圧され、 その中が空にな り 、
洗い流されている こ と を確認し て く ださい。

ホルダを " サービ ス " ポジシ ョ ンに動かし、 リ ト ラ ク タブルパイプを固定ボル ト でロ ッ ク し ま
す。

5.1 ホルダの洗浄

信頼性のあ る測定を確保するために、 ホルダ と センサは定期的に洗浄する必要があ り ます。
洗浄操作の頻度と程度は、 プロセス測定物によ って異な り ます。

5.1.1 手動式ホルダ

センサやセンサホルダなどの、 測定物に接触する部品はすべて、 定期的に洗浄する必要があ り
ます。 センサを取 り 外し ます。4)

• 適当な洗浄剤を使用し て、 軽い汚れを取 り 除き ます (" 洗浄剤 " の章を参照 )。
• かる く ブラ シをかけ、 適当な洗浄剤を使用し て、 ひどい汚れを取 り 除き ます。
• 液体洗浄剤に浸し て、 必要に応じ てかる く ブラ シをかけ、 頑固な汚れを取 り 除き ます。

5.1.2 圧空式ホルダ

洗浄接続口と、 た と えば ト ッ プキ ャル S CPC310 完全自動洗浄および校正システムなどの対応す
る機器によ り 、 空気圧制御によ る洗浄を定期的に実施でき ます。

5.2 センサの洗浄

以下の場合に、 センサを洗浄する必要があ り ます ：
• 校正前に毎回
• 運転中規則的に
• 修理のため返却する前に

センサを外し て手動で洗浄するか、 または洗浄接続口を介し て自動洗浄作業5) を実施でき ます。

! 注意 ! 
• ORP 電極は、 機械的な水洗浄しかでき ません。 化学的な洗浄剤は使用し ないで く ださ い。

これらの洗浄剤によ り 、 電極に電位が印加され、 解消までに数時間かか り ます。
こ の電位が測定エラーの原因にな り ます。

• 研磨材入 り の洗浄剤は使用し ないで く ださい。 こ う いった洗浄剤を使用する と、 センサが修理
不能の損傷を受ける恐れがあ り ます。

• センサの洗浄後、ホルダの洗浄チャ ンバを十分な水量で洗い流し て く ださい ( 場合によ っては、
蒸留水または脱イオン水 )。 そ う し ない と、 洗浄剤の残留物によ って測定が損なわれる可能性
があ り ます。

• 必要に応じ て、 洗浄後再校正し ます。

4) 取付け手順と 逆順

5) 対応する ホルダ機器を使用し てのみ
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5.3 洗浄剤

洗浄剤の選択は、 汚れの度合いやタ イプによ って異な り ます。 以下の表に、 最も一般的な汚れ
と、 適当な洗浄剤が記載されています。

" 警告 ! 
ハロゲン またはアセ ト ンを含んでいる有機溶剤は使用し ないで く ださい。 これらの溶剤は、 ホ
ルダやセンサのプラ スチッ ク コ ンポーネン ト を破損し、 発がん性物質が含まれる恐れがあ り ま
す。

5.4 校正に関する注意

信頼性の高い測定を保証するためには、 定期的なセンサの校正が不可欠です。 校正サイ クルは、
アプ リ ケーシ ョ ン範囲と要求精度に応じ て異な り ます。
各アプ リ ケーシ ョ ンに対し て、 個別に校正サイ クルを設定する必要があ り ます。 最初は、 セン
サの作動特性を把握するために、 頻繁に ( 例 ： 毎週 ) 校正を実施し て く ださい。
校正については、 使用する変換器の取扱説明書に記載された当該指示に従って く ださい。

! 注意 ! 
• 校正サイ クルは、 プロセス条件および測定物に応じ て異な り ます。
• 対称接続を使用する場合は、 等電位化ラ イ ン (PML) と緩衝溶液の間に電気的接続が必要です。
• ガ ラ ス電極を乾燥させたま まにし た り 、 pH センサ (ISFET を含む ) を蒸留水に入れたま まにし

ないで く ださい。
• 圧縮空気を使用し て、 ISFET センサ付きの自動校正システムを吹かないで く ださい。

汚れのタイプ 洗浄剤

グリ ース およ びオイ ル
高温水、 ま たは界面活性剤 ( アルカリ 性 ) 1) を含む調整剤、

水溶性有機溶剤 ( 例： エタ ノ ール ) 

1) ト ッ プヒ ッ ト  ISFET センサには使用し ないでく ださ い。 その代わり に、 市販の食品産業向け酸性洗浄

剤を使用し てく ださ い ( 例： P3-horolith CIP、 P3-horolith FL、 P3-oxonia active)。

石灰性析出物、 金属水酸化物析出物、 疎液生

物析出物
約 3% の塩酸

硫化物析出物 3% 塩酸と チオ尿素の混合物 ( 市販品 )

蛋白質析出物 3% 塩酸と ペプシンの混合物 ( 市販品 )

繊維、 浮遊物質 可能であれば界面活性剤の入った、 加圧水

軽生物析出物 加圧水
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6 アクセサリ

6.1 設置用アクセサリ

フ ィ ルタセ ッ ト  CPC310
• 水フ ィ ルタ ( 汚れ ト ラ ッ プ ) 100 µm、 一式、 アングルブラ ケ ッ ト を含む
• オーダーコード 71031661

減圧キ ッ ト
• 一式、 圧力計と アングルブラ ケ ッ ト を含む
• オーダーコード 51505755

ホルダ移動速度を低減するための空気の絞 り
• G1/8 ネジ接続
• オーダーコード 50036864

溶接 ノ ズル G1¼、 ス ト レー ト
• SS 1.4435 (SUS 316L 相当 )、 オーダーコード 51502798

溶接 ノ ズル G1¼、 角度 15°
• SS 1.4435 (SUS 316L 相当 )、 オーダーコード 51502799

a0007568

図 21 ： 溶接ノ ズル

ダ ミ ープラ グ、 G1¼ プロセス接続用
• SS 1.4435 (SUS 316L 相当 )、 FPM ( バイ ト ン ®) シール、 G1¼ 雌ネジ、 オーダーコード 51502800

呼び口径 25 フ ロー容器
• G1¼ 雄ネジ、 SS 1.4404 (SUS 316L 相当 )
• オーダーコード 51502801

a0007567

図 22 ： フ ロー容器
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洗浄接続口 G¼、 呼び口径 12 用ホース
• SS 1.4404 (SUS 316L 相当 )、 2 本
• オーダーコード 51502808

洗浄接続口 G¼、 呼び口径 12 用ホース
• PVDF、 2 本
• オーダーコード 50090491

6.2 リ ミ ッ ト スイ ッ チ

空圧式 リ ミ ッ ト ス イ ッチのセ ッ ト  (2 個 )
• オーダーコード 51502874

電磁式 リ ミ ッ ト ス イ ッチのセ ッ ト 、 防爆および非防爆 (2 個 )
• オーダーコード 51502873

6.3 センサ

6.3.1 ガラス電極

オービシン ト  CPS11/CPS11D
• プロセスアプ リ ケーシ ョ ン用 pH センサ
• オプシ ョ ンで メ モセン ス技術使用
• PTFE ダ イヤフ ラ ム付き
• 注文の際は、 技術仕様書 (TI028C) のオーダーコード を参照し て く ださい。

オービシン ト  CPS12/CPS12D
• プロセスアプ リ ケーシ ョ ン用 ORP 電極
• オプシ ョ ンで メ モセン ス技術使用
• PTFE ダ イヤフ ラ ム付き
• 注文の際は、 技術仕様書 (TI367C) のオーダーコード を参照し て く ださい。

セ ラ リ キ ッ ド CPS41/CPS41D
• pH センサ
• オプシ ョ ンで メ モセン ス技術使用
• セラ ミ ッ ク ダ イヤフ ラ ムおよび KCl 電解液付き
• 注文の際は、 技術仕様書 (TI079C) のオーダーコード を参照し て く ださい。

セ ラ リ キ ッ ド CPS42/CPS42D
• ORP 電極
• オプシ ョ ンで メ モセン ス技術使用
• セラ ミ ッ ク ダ イヤフ ラ ムおよび KCl 電解液付き
• 注文の際は、 技術仕様書 (TI373C) のオーダーコード を参照し て く ださい。

セ ラゲル CPS71/CPS71D
• pH センサ
• オプシ ョ ンで メ モセン ス技術使用
• ダブルチャ ンバ参照システム、 および内蔵ブ リ ッ ジ電解液付き
• 注文の際は、 技術仕様書 (TI245C) のオーダーコード を参照し て く ださい。

セ ラゲル CPS72/CPS72D
• ORP 電極
• オプシ ョ ンで メ モセン ス技術使用
• ダブルチャ ンバ参照システム、 および内蔵ブ リ ッ ジ電解液付き
• 注文の際は、 技術仕様書 (TI374C) のオーダーコード を参照し て く ださい。

オービポア CPS91/CPS91D
• pH センサ
• オプシ ョ ンで メ モセン ス技術使用
• 汚れ負荷の高い測定物用の開口付き
• 注文の際は、 技術仕様書 (TI375C) のオーダーコード を参照し て く ださい。
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6.3.2 ISFET センサ

ト ッ プ ヒ ッ ト  CPS471/CPS471D
• 食品、 製薬、 プロセス技術、 水処理、 バイオテ ク ノ ロ ジ向けの、 滅菌およびオー ト ク レーブ処

理可能な ISFET センサ
• 注文の際は、 技術仕様書 (TI283C) のオーダーコード を参照し て く ださ い。

ト ッ プ ヒ ッ ト  CPS441/CPS441D
• 滅菌可能な ISFET センサ、 低導電率の測定物用、 KCl 電解液付き
• 注文の際は、 技術仕様書 (TI352C) のオーダーコード を参照し て く ださ い。

ト ッ プ ヒ ッ ト  CPS491/CPS491D
• ISFET センサ、 汚れ負荷の高い測定物用の開口付き
• 注文の際は、 技術仕様書 (TI377C) のオーダーコード を参照し て く ださ い。

6.4 校正液

6.4.1 pH

エンドレスハウザーの高品質緩衝溶液 - CPY20
二次緩衝溶液は、 PTB ( ド イ ツの防爆検定機関 ) の一次標準物質および NIST ( 米国標準技術局 ) 
の標準物質に準拠し ます。 ( DKD 認定研究所が定める DIN 19266 に準拠 )

6.4.2 ORP

ORP 電極用の技術的緩衝溶液
• +220 mV、 pH 7.0、 100 ml ： オーダーコード CPY3-0
• +468 mV、 pH 0.1、 100 ml ： オーダーコード CPY3-1

pH 値
A pH 2.00 

C pH 4.00 

E pH 7.00 

G pH 9.00 

I pH 9.22 

K pH 10.00 ( 精度 ± 0.05 pH)

M pH 12.00 ( 精度 ± 0.05 pH)

量
01 20 x 18 ml (pH 4.00 ～ 7.00 の緩衝溶液のみ )

02 250 ml

10 1000 ml

50 5000 ml ( ト ッ プキ ャル S 用のキ ャニス ター )

認証
A 緩衝溶液の分析証明書

仕様
1 標準

2 オプシ ョ ン

CPY20- 完全なオーダーコー ド
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6.5 測定用ケーブル

6.5.1 ガラス電極用

CPK9 特殊測定用ケーブル
• TOP68 プラ グ イ ンヘッ ド付きセンサ用、 高温および高圧アプ リ ケーシ ョ ン対応、 IP 68
• 注文の際は、 技術仕様書 (TI118C) のオーダーコード を参照し て く ださい。

CPK1 特殊測定用ケーブル
• GSA プラ グ イ ンヘッ ド付き pH/ORP 電極用
• 注文の際は、 技術仕様書 (TI118C) のオーダーコード を参照し て く ださい。

CPK12 特殊測定用ケーブル
• TOP68 プラ グ イ ンヘッ ド付き pH/ORP ガ ラ ス電極および ISFET センサ用
• 注文の際は、 技術仕様書 (TI118C) のオーダーコード を参照し て く ださい。

CYK10 メ モセン スデータ ケーブル
• メ モセン ス技術を使用するデジ タルセンサ用
• 注文の際は、 技術仕様書 (TI376C) のオーダーコード を参照し て く ださい。

6.5.2 ISFET センサ用

CPK12 特殊測定用ケーブル
• TOP68 プラ グ イ ンヘッ ド付き pH/ORP ガ ラ ス電極および ISFET センサ用
• 注文の際は、 技術仕様書 (TI118C) のオーダーコード を参照し て く ださい。

CYK10 メ モセン スデータ ケーブル
• メ モセン ス技術を使用するデジ タルセンサ用
• 注文の際は、 技術仕様書 (TI376C) のオーダーコード を参照し て く ださい。

6.6 変換器

リ キ ラ イ ン M CM42
• モジュール型の 2 線式変換器、 ステンレ ス またはプラ スチッ ク、 フ ィ ール ド またはパネル取付

けハウジング
• 各種防爆認定 (ATEX、 FM、 CSA、 Nepsi、 TIIS)
• HART、 PROFIBUS、 FOUNDATION Fieldbus に接続可
• 注文の際は、 技術仕様書 (TI381C) のオーダーコード を参照し て く ださい。

リ キシス M CPM223/253
• pH および ORP 用変換器、 フ ィ ール ド またはパネル取付けハウジング
• HART または PROFIBUS に接続可
• 注文の際は、 技術仕様書 (TI194C) のオーダーコード を参照し て く ださい。

マイ コ ム S CPM153
• pH および ORP 用変換器、 1 または 2 チャ ンネルバージ ョ ン、 防爆または非防爆対応
• HART または PROFIBUS に接続可
• 注文の際は、 技術仕様書 (TI233C) のオーダーコード を参照し て く ださい。

6.7 測定、 洗浄、 校正システム

ト ッ プキ ャル  S CPC310
• 完全自動測定、 洗浄、 校正システム ： 防爆または非防爆対応
• In-situ 洗浄および校正、 自動センサ監視
• 注文の際は、 技術仕様書 (TI404C) のオーダーコード を参照し て く ださい。

ト ッ プ ク リ ーン S CPC30
• 完全自動測定、 洗浄システム ： 防爆または非防爆対応
• In-situ 洗浄、 自動センサ監視
• 注文の際は、 技術仕様書 (TI235C) のオーダーコード を参照し て く ださい。
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7 ト ラ ブルシューテ ィ ング

7.1 損傷を受けた部品の交換

# 危険 ! 
圧力安全性に影響する ホルダの損傷は、 権限が与え られた技術職員だけが修理を行 う こ と がで
き ます。
修理および保守作業後は必ず、 ホルダが何らかの漏れの兆候を示し ているかど う かテス ト する
ために、 対策を講じ る必要があ り ます。 この と き ホルダは、 技術データに記載された仕様に対
応し ている必要があ り ます。

その他の損傷を受けた部品はすべて、 直ちに交換し て く ださい。 ア ク セサ リ およびスペアパー
ツを注文する際は、 " ア ク セサ リ " および " スペアパーツ " 章を参照するか、 弊社営業所も し く
は販売代理店にお問い合わせ く ださい。

7.2 シールの交換
• ホルダのシール表面に汚れが付着し ないよ う にし て く ださ い。
• 時々、 ホルダの付着物を除去し て く ださい。
• 漏れが発生し た場合は、 弊社営業所も し く は販売代理店にお問い合わせ く ださ い。

# 危険 ! 
漏れが発生する可能性があ り ます！
権限を有する技術作業員以外は、 シールの交換を実施し ないで く ださい。

7.2.1 プロセスを中断し ないシールの交換

ホルダが " サービ ス " ポジシ ョ ンにあ る場合、 リ ト ラ ク タブルパイプおよび対応する コ ンポー
ネン ト  ( リ ト ラ ク タブルパイプ、 飛散防止キ ャ ッ プ ) のシールを交換する こ と ができ ます。 交換
のためにプロセス を中断する必要はあ り ません。

# 危険 ! 
コ ンポーネン ト 交換の前に、 固定ボル ト を使用し て " サービ ス " ポジシ ョ ンにロ ッ ク し ます。
これを行わない場合、 溢れ出る測定物によ り 負傷する恐れがあ り ます。
不適切な使用または指定外の使用よ り 生じ る損害につき ま し ては、 当社は責任を負いかねます。

以下の手順で実施し て く ださい ( → 図 23)。

1. ホルダを " サービ ス " ポジシ ョ ンに動かし
ます。

2. リ ト ラ ク タブルパイプを固定ボル ト でロ ッ
ク し ます。

3. 飛散防止キ ャ ッ プを引き抜き ます。

4. リ ト ラ ク タブルパイプを反時計方向に緩め
ます。

5. 項目 6-2 および 10-1 の O リ ング (O リ ング 
スペアパーツキ ッ ト 、 次章 " スペアパーツ
キ ッ ト " を参照 ) を交換し ます。

6. 必要に応じ て、 センサを外し て、 センサ O 
リ ングを交換し ます。

7. センサを再度取付けて、 リ ト ラ ク タブルパ
イプを時計方向にねじ込みます。

8. 固定ボル ト のロ ッ ク を解除し ます。

9. ホルダを " 測定 " ポジシ ョ ンに動かし、 気
密性をチェックします。

a0008562

図 23 ： プロセスを中断し ないでのシールの交換

10-1

6-2
エン ド レスハウザー ジャパン 29



ト ラ ブルシューテ ィ ング ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475
7.2.2 プロセスを中断し てのシールの交換

シ リ ンダ、 洗浄チャ ンバ、 センサガイ ド のシールは、 プロセスが中断され、 ホルダをプロセス
接続部 ( → 図 24、 た と えば G1¼ 雌ネジバージ ョ ン、 対応するその他のバージ ョ ンについては、
" スペアパーツ キ ッ ト " 章の分解図も参照 ) から外し た場合のみ、 交換する こ と ができ ます。

# 危険 ! 
接液し ていた コ ンポーネン ト を取 り 扱 う 場合は、 測定物の残 り や高温に注意し て く ださい。
保護手袋および保護 メ ガネを着用し て く ださい。

1. プロセス を中断し ます。 測定物の残 り 、
残存する圧力、 高温に注意し て く ださい。

2. プロセス接続部から ホルダを外し ます。

3. リ ト ラ ク タブルパイプを反時計方向に緩め
ます。

4. 洗浄チャ ンバ と シ リ ンダの間にあ るボル ト
( 項目 16) を緩めます。

5. シ リ ンダから洗浄チャ ンバを分解し
、 センサガイ ド を取 り 外し ます。

6. O リ ング ( 項目 6-1、 10-2、 10- 3、 10-4、
14-1、 14-2、 14-3、 14-4) を交換し ます。
スペアパーツキ ッ ト のオーダーコード に
ついては、 次章の " スペアパーツキ ッ ト " 
を参照 く ださい。

7. 必要に応じ て、 リ ト ラ ク タブルパイプの
ガイ ド シールも交換し て く ださい
( 前章を参照 )。

8. ホルダを再度組み立ます。

9. プロセス接続部を介し て、 ホルダを
プロセスに組み込みます。

10. プロセス を再始動し、 ホルダを " 測定 " 
ポジシ ョ ンに動かし ます。

11. 気密性をチェックします。

a0011511

図 24 ： プロセスを中断し てのシールの交換
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10-2+10-3+10-4
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7.3 スペアパーツキ ッ ト

a0011501

図 25 ： スペアパーツ ( 全ホルダバージ ョ ン )

! 注意 ! 
→ 図 25 の各項目に対応する スペアパーツキ ッ ト のオーダーコード は、 次の表を参照 く ださ い。

1

2

3

4

5

6-1

7

3

8

10-1

11

13

10-2+10-3+10-4

14-1, 14-2

18

14-2

13

12

20

21

16

23

25

6-2

9

12

14-3, 14-4 11

16

22

24

15

17

17

9

14-5

10-4

14-1

19
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項目 説明およびキット内容 スペアパーツキット
オーダー番号

1

リ ト ラ ク タ ブルパイ プ、 120 mm ゲル電極用

ホルダバージョ ン：

- 圧空式

51503715

リ ト ラ ク タ ブルパイ プ、 120 mm ゲル電極用

ホルダバージョ ン：

- 手動式

- G1¼ 雌ネジプロ セス 接続用のみ

51503717

リ ト ラ ク タ ブルパイ プ、 120 mm ゲル電極用

ホルダバージョ ン：

- 手動式

- 全プロ セス 接続用、 G1¼ 雌ネジを 除く

51506844

2, 8 排気絞り  ( 項目 2) およ び SS 1.4404 (SUS 316L 相当 ) 製ブラ イ ンド ス

ト ッ パ ( 項目 8)

ホルダバージョ ン：

- 手動式

各 5 個

51503732

3 G1/8 圧空シス テム接続

ホルダバージョ ン：

- 圧空式

10 個

51503730

4 固定ボルト 51503731

5
PA シリ ンダ、 O リ ング付き 51503773

SS 1.4404 (SUS 316L 相当 ) 製シリ ンダ、 O リ ング付き 51503775

6-1, 6-2 ガス ケッ ト のセッ ト 、 静荷重 51503729

7

センサガイ ド 、 標準バージョ ン、 一式

ホルダバージョ ン：

- G1¼ 雌ネジプロ セス 接続用のみ

51506842

9
G¼ 洗浄接続口セッ ト 、 一式 51503771

NPT¼" 洗浄接続口セッ ト 、 一式 51503772

10-1, 10-2, 

10-3, 10-4

ガス ケッ ト のセッ ト 、 静荷重 51503728

11 M12x1 ス ト ッ パ

ホルダバージョ ン：

- 圧空式、 リ ミ ッ ト ス イ ッ チなし

10 個

51503733

12 圧空式リ ミ ッ ト ス イ ッ チのセッ ト

ホルダバージョ ン：

- 圧空式

2 個

51502874

13 電磁式リ ミ ッ ト ス イ ッ チのセッ ト 、 防爆およ び非防爆

ホルダバージョ ン：

- 圧空式

2 個

51502873

14-1, 14-2. 

14-3, 14-4, 

14-5

ガス ケッ ト のセッ ト 、 接液部

EPDM
51518385

ガス ケッ ト のセッ ト 、 接液部

バイ ト ン
51518386

15 洗浄チャ ンバ、 一式

ホルダバージョ ン：

- G1¼ 雌ネジプロ セス 接続用のみ
- G¼ 洗浄接続口付き

51506840
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ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475 ト ラ ブルシューテ ィ ング
7.4 返却

ホルダの修理が必要な場合は、 洗浄済みの状態で弊社営業所も し く は販売代理店に返却し て く
ださい。
可能であれば、 元のパッ ケージを使用し て く ださい。

必ず、 " 安全 / 洗浄確認依頼書 " ( 本取扱説明書から コ ピーし て く ださい ) に必要事項を正し く
記入し、 この用紙をパッ ケージおよび送 り 状に同梱し て く ださい。
正し く 記入された " 安全 / 洗浄確認依頼書 " が同封されていない場合は、 修理作業を実施でき
ません。

7.5 廃棄

電子部品 （例 ： 電磁式 リ ミ ッ ト ス イ ッチ ) を取 り 外し ます。 これらの部品は、 電気電子機器廃棄
物の処分規制に従って、 廃棄し て く ださい。
圧力シ リ ンダ、 センサホルダ、 その他のコ ンポーネン ト は、 その材質ご と に分別し て廃棄し て
く ださい。
各地域の法規を遵守し て く ださい。

16 M6x30 ボルト 、 DIN 69612 A-4/2、 20 個 51503734

18

リ ト ラ ク タ ブルパイ プ、 225 mm KCl 溶液電極用

ホルダバージョ ン：

- 圧空式

51503713

リ ト ラ ク タ ブルパイ プ、 225 mm KCl 溶液電極用

ホルダバージョ ン：

- 手動式

- G1¼ 雌ネジプロ セス 接続用のみ

51503714

リ ト ラ ク タ ブルパイ プ、 225 mm KCl 溶液電極用

ホルダバージョ ン：

- 手動式

- 全プロ セス 接続用、 G1¼ 雌ネジを 除く

51506843

19

洗浄チャ ンバ、 一式

ホルダバージョ ン：

- 全プロ セス 接続用、 G1¼ 雌ネジを 除く
- NPT ¼" 洗浄接続口付き

51506855

洗浄チャ ンバ、 一式

ホルダバージョ ン：

- 全プロ セス 接続用、 G1¼ 雌ネジを 除く
- G¼ 洗浄接続口付き

51506839

20, 17

フ ラ ンジ呼び口径 50 (DIN 1092-1)、 一式、 M5x12 ボルト を含む、

DIN 933 ( 項目 17)
51506834

フ ラ ンジ ANSI 2"、 一式、 M5x12 ボルト を含む、 DIN 933 ( 項目 17) 51506833

21, 17 APV プロ セス 接続、 M5x12 ボルト を含む、 DIN 933 ( 項目 17) 51506835

22, 17 ク ラ ンプ 2" プロ セス 接続、 M5x12 ボルト を含む、 DIN 933 ( 項目 17) 51506838

23, 17 バリ ベント  プロ セス 接続、 M5x12 ボルト を含む、 DIN 933 ( 項目 17) 51506836

24, 17 乳製品用パイ プ、 M5x12 ボルト を含む、 DIN 933 ( 項目 17) 51506837

25

センサガイ ド 、 標準バージョ ン、 一式

ホルダバージョ ン：

- 全プロ セス 接続用、 G1¼ 雌ネジを 除く

51506841

項目 説明およびキット内容 スペアパーツキット
オーダー番号
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技術データ ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475
8 技術データ 

8.1 環境

周囲温度 周囲温度は 0 ℃以下にな ら ないよ う にし て く ださい。
電磁式 リ ミ ッ ト ス イ ッチ (NAMUR タ イプ ) の最大許容温度は 90 ℃です。

" 警告 ! 
凍結によ る損傷の恐れがあ り ます。
ホルダは指定の温度以下で使用し ないで く ださい。 凍結によ る損傷の恐れがあ る場合は、 ホル
ダ と その他の接続ホース をすべて、 ヒ ーテ ィ ング し て く ださい。

8.2 プロセス

プロセス温度 0 ～ 100 ℃
最大 140 ℃、 3 bar 時、 最大 1 時間で

プロセス圧力 0 ～ 最大 4 bar 過圧、 手動操作の場合
0 ～ 10 bar 過圧、 圧空駆動の場合

温度圧力図

a0007566

図 26 ： 温度圧力図

100 140
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3
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ク リーン フ ィ ッ ト  H CPA475 技術データ
8.3 機械的構造

デザイ ン、 寸法 → 10 ページ

取付け可能なセンサ pH ガ ラ ス電極、 ゲル、 120 mm
pH ガ ラ ス電極、 KCl、 225 mm
pH ISFET センサ、 ゲル、 120 mm
pH ISFET センサ、 KCl、 225 mm
酸素センサ、 120 mm

重量 約 4 kg、 シ リ ンダ材質、 プロセス接続部、 追加機器に応じ て異な り ます。
オーダーコード を参照し て く ださい。

材質

プロセス接続部 → 12 ページ

洗浄液接続口

a0004283

図 27 ： 洗浄チャ ンババージ ョ ン ( プロセス接続部に応じ て )

a 溶接接続口付き 洗浄チャ ンバ： ト リ ク ラ ンプ、 乳製品用パイ プ、 バリ ベント 、 APV、 フ ラ ンジ用

b ネジ接続口付き 洗浄チャ ンバ： G1¼ 雌ネジ用

1 成形シール

測定物に接触する もの ：

シール
センサホルダ
洗浄チャ ンバ
洗浄液接続口

EPDM / FPM ( バイ ト ン ®、 FDA 認証 )
SS 1.4435 (SUS 316L 相当 )、 電解研磨、 Ra=0.8 µm
SS 1.4435 (SUS 316L 相当 )、 電解研磨、 Ra=0.8 µm
SS 1.4435 (SUS 316L 相当 )、 電解研磨、 Ra=0.8 µm

測定物に接触し ないもの ：

シ リ ンダ
電磁式 リ ミ ッ ト ス イ ッチ

SS 1.4404 (SUS 316L 相当 ) 
前面 PBT、 ケーブル PVC

1

a b
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■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 745-0814 周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054 市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部サービスデスク
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA240C/33/JA/04.09
STAR/FM+SGML 6.0J

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

10.10/ マーコムグループ
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